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1.は じめ に

イ ン ド ネ シ ア 語 で はpenjajahanと い う 言 葉 が あ る 。Penjajahanは 英 語 で は

colonialismの 意 味 だ が 、 日 本 語 で は 植 民 地 主 義 の 意 味 で あ る 。 ま た 、pendudukanと

い う言 葉 も あ る 。Pendudukanは 英 語 で はoccupation 、 日 本 語 で は 占 領 の 意 味 を 持 っ て

い る 。 そ の ほ か に はpembebasanと い う言 葉 が あ る 。Pembebasanは 英 語 で はliberate

の 意 味 だ が 日本 語 で は 開 放 す る 意 味 を 持 っ て い る 。

イ ン ド ネ シ ア の 近 代 史 の 中 で 特 に1942年 一1945年 の イ ン ドネ シ ア に お け る 日 本 軍

政 府 時 代 に こ の 三 つ の 言 葉 、 つ ま りpenjajahanや 、pendudukanや 、pembebasanが 、 よ

く 使 わ れ る 。 論 理 的 に は こ の 三 つ の 言 葉 は 各 々 の 定 義 を 持 っ て い る が 、TheMerda〃2

WebsterDictionaryで 見 る と 、colonialis〃2はcontrolbyonepoweroveradependentarea

orpeople;alsoapolicyadvocatingorbasedonsuchcontrolと さ れ 、occupationはthe

takingpossessionproperty,alsothetakingpossessionofanareabyaforeignmilitary

forceで 、liberateはtofreefrombondageo〃83'ア α'η∫also'to尸15θtoequalrightand

statusと さ れ る 。

下 記 で は 、 イ ン ドネ シ ア の 日 本 軍 政 府 の あ り 方 を 理 解 す る に は 、 「colonialis〃a,

occupation,liberate」 と い う 三 っ の 定 義 を 政 治 的 、 社 会 的 、 文 化 的 の 面 か ら 議 論 さ れ

た い 。

(a).政治的には、日本 軍政府 が、イン ドネシアを占領 していたがいわゆる植民地に し

なかった。1942年3月 、 日本陸軍と海軍がイン ドネ シアを侵略 した当時、イ ン ドネ

シアはすでに350年 以上オランダの植 民地であった。この場合はオ ランダ植民地軍 と

戦ったため 日本軍はイ ン ドネシア国民を解放 した とい う見解ができるのであ る。 こ

の点か ら見る と当時の 日本軍は、解放軍であると理解することができるだろ うと思

う。
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(b).社会 的には 日本軍政府 がオ ランダ植民地政府及び連合軍 と戦 うためにさま ざま

な社会動員を行 った。農産物開発、国民教養、国民軍制の訓練、婦人組合 の動員な

ど日本軍政がイ ン ドネ シア社会の啓発 を図ろ うとす る運動 を行 った と思われ るので

ある。 この面 には日本軍政府 はイ ン ドネ シア国民に対するliberate(解 放軍)と して

の役割を果た した とも言えるだろ う。 さらに 日本軍政府は解放軍であると同時 に社

会啓発の役割 も果た した。 しか し、 日本軍政府 は圧迫 を加 える厳 しい社会動員 を行

ったため、イン ドネシア国民は生活が貧 しくなった。 この歴史状態を見 ると日本軍

政府 は占領軍(militaryadministrationoroccupation)で あると見なすべ きであろう。

(c).文 化の面か ら見 ると、 日本軍政府は さまざまな動員を行った他、新聞出版 と同

時に文化宣伝 も行った。文化宣伝 の内容 は東アジア文化が平和及び和の文化であ り、

同じ伝統を持ってい ると言っている。それに対 して、西洋文化は侵略的文化であ り、

太平洋戦争は東 アジア国民を解放す る目的で、西洋文化を持ってい る連合軍 とも戦

うべきであると日本軍政府宣伝部が盛んに宣伝 した。

2.世 界状況 を直面 した 日本軍政府

日本軍がなぜ南方政策 をす るかにっいては、いくつかの理 由がある。1930年 代の

国際状況を見 ると次の軍部の考え方がある。東 イン ド(イ ン ドネシア)及 びマ ラヤ

半島を占領す ると、連合軍のイギ リス とアメリカの軍力 を分立す ることができると

日本軍政は強調 した。世界恐慌に当たって、 日本 の経済危機 を再建設す るために軍

部は満州事変の道 を辿った。Thegreatpower(帝 国主義国家)の 対立の中に 日本軍

政 は1936年 日本帝 国防衛 政策 を修正 した。新 防衛政策 に よる と、 日本帝 国の敵

(enemy)は ロシア、米国、フランスや 中国であ る。 さ らに、1922年 のワシン トン条

約は米 国の反 日ス トラテジイである と軍部は考えていた。 この条約の規定では、艦

隊の割合は、米国5:イ ギリス5:日 本3で あ ることは事実である。

3.日 本軍政府 の占領組織

ジ ャ ワ島 にお け る 日本 軍 政 の 占領 組 織 は次 の とお りで ある。 政治 的 に最 高権 力 を

持 っ てい るのが 軍 司令 官(Poη91'脚7θr珈99'7θ η'α厂α)で あ り、軍 司令 部 は最 高 占領 組

織 で あ る。 軍 政 官部(1)e〃zerintahan、M'1∫ ∫θr)は 軍 政官 に よ り一般 占領 を実施 す る機 関

であ り、第16陸 軍 の参謀 長(kepalaStafUmum)の 役 割 を果 たす 。 軍政 官部 は軍 司令

部 の 下部機 関で あ り、さ らに軍政 官部 はオ ラ ンダ植 民 地政 府 の代 わ りの機 関で あ る。

軍 政官 部 は人 っ の客 長 か らな って い る、す な わ ち、大蔵 、裁判 、産 業 、宣伝 、警官 、

運 輸 、 国際、 総務 局 で あ る。 総 務 部長 は 重要 な 役割 を担 ってお り、他 の 客長 を指 導

し、 占領 の政 策 も作 成す る。 総 務 部 の下 に企 画 課 が あって 、イ ン ドネ シア国 家 主義
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者 に影 響 を 与 え、イ ン ドネ シ ア にお け る政 治状 況 を観 察 し、 さ らに総 務部 に報告 を

出す。 軍 政官 部 はオ ランダ植 民 地 政府 を再組 織 化 し、 三つ の州 を!7州 に し、 これ ら

は 、オ ラン ダ時代 のkeresidenanと 同 じで あ る。州 は 県 に分 け、県は郡 に(オ ラ ンダ時

代 のkewedanaan)、 郡 は村 に(オ ラ ンダ 時代 のkecamatan)、 そ して、区及び 村(desa)

に 分 け る と決 め られ た。そ の以 外 に 、市(kotapraja)が あ っ て、市 を4区(distrikkota)

に 分 け、 さ らに ジ ャカ ル タ は特 別 市 と決 め て 、KesultananYoyakartaとKesultanan

3解 盈 απoは 公 地 にす る。

4.陸 軍 と海軍の相違的な占領政策

今 日に至 るまで、 日本軍政府 がイ ン ドネ シアの独 立を支持 していたかどうかは大

きな議論 になっている。イ ン ドネ シア独立 を支持する 日本軍政はジグザグな道を歩

んだ。1942年3,月8日 に連合軍下のオ ランダ軍司令官のH .TerPoorten大 将(Letnan

Jendral.H.TerPoorten)力 弐日本軍の今村大将に降服 した後、イン ドネシアにおける 日

本軍政府 による占領政策が始まった。 占領下の政策では、イン ドネシア 占領地域は

三つに分 けられた。それ は、(1)ジ ャワ島 とマ ドラ島は第16陸 軍が管理 しジャカル

タに軍令官部 を置いた。(2)ス マ トラ島は第25陸 軍が管理 しブキ トチンギに軍令官

部を置いた。(3)カ リマンタン島、スラウェシ島、ヌサテ ンガラ諸 島、マル ク島、

西イ リア ン島は海軍の南方第2艦 隊が管理 しマカサルに海軍官部を置いた。三っの

軍官部は平等であ り、それぞれの 占領地域 において、 占領政策を実施 した。 この 占

領政策の厳 しい取 り扱 いによ り、イ ン ドネシアの独立運動を指導す る指導者 の動 き

はますます 困難になった。

他方、陸軍 と海軍の占領政策には、根本的な相違があった。つま り、海軍のほ う

が陸軍 より保守的で、占領地域を将来には 日本帝国の領域 にしよ うとす る占領政策

であった。そのせいで、海軍 占領地域ではイ ン ドネシアの独立運動はよ り激 しい弾

圧 を受けた。陸軍 と海軍の占領政策 によると、ジャカルタで占領武官府を開いた。

海軍の前田正(LaksamanaMaedaTadash�)は 武官府の官府長 であった。武官府の役割

は、陸軍 と海軍のlaisonoffice以 外 に戦前線及びマカサルにある海軍 占領府 の食料か

つ物質の集 中を得 ることであった。海軍 占領地域は経済面では困難な地域であった。

海軍軍政府はイ ン ドネ シア独立運動家を厳 しく弾圧 したが、前田武官府長は、独立

運動家 と親 しい関係 を結んでいた。陸軍、海軍、独立運動指導者 との複雑な関係の

中で、1945年8.月16日 の夜、前田武官府 においてイ ン ドネシア独立宣言のための草

案がイ ン ドネシア独立準備委員会に より作成 された。

5.オ ランダ教育制 と日本軍政 の教育制

オランダの植民地政府 は350年 間イン ドネシアを独 占的に支配 した。当時イン ドネ
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シアの社会構造は半封建主義且つ半資本主義であった。オランダ植民地政府 の教育

政策は一般国民のためではな く、一部の貴族階級 向けの植 民地主義政策の教育 であ

る。学校制度 も西洋人向けの制度であ り一般国民の教養のためではなかった。教育

の 目標は一般イ ン ドネシア国民を教育するのではなく、植 民地政策の経営をよ り円

滑に、つま りイ ン ドネシア人の中か ら行政地税 ・文化などの分野における専門家 を

生み出 し、彼 らの活動を中間媒体 としてその社会全体のある程度 の向上 を図ろ うと

す る、いわば植民地支配 のための近代的合理的再編成にあった。そ うす ると、イ ン

ドネシアにおけるオランダの植民地はある程度部分的にイン ドネシア知識人を利用

す るだけである。つま り、オランダ植民地政府 は間接的にイン ドネシアを支配 した

ともいえよ う。オランダ学校に入 るイ ン ドネシア国民は貴族階級(ブ リヤイ層)及

びイ ン ドネシアのエ リー ト階級だけであった。 にもかかわ らず、その一環 として西

欧式教育の普及の勢力があった。 この西欧式の教育 を受 けたものの中か ら徐 々に民

族意識に覚醒 し、植民地支配のもとで沈滞 している社会 の向上を促そ うとす る人々

が出現 してきた。言い変 えれば、西欧的教育を受 けた知識人エ リー トは民族主義的

組織の先駆者であった。

逆 に、 日本 による占領 はイン ドネシアの知識人 を利用せずに直接軍政が政策 を行

ったのである。それはイン ドネシアの社会 に新 しい圧力 を加 え、土着の政治活動体

制 を大幅 に再編成 したが、イン ドネシアの反 占領者勢力が急速に成熱 してい くこと

を可能にするまったく新 しい環境を作 り出 した。 したがって、 日本軍政のイン ドネ

シア支配は、オ ランダ植民地政府の支配 と異なった。 日本軍政の方法はオ ランダ政

府植 民地の方法 と鋭い コン トラス トをな した。 オランダ植 民地政府は利 己的による

統治で十分だ とし、国民が平和で平穏であれば、その状態に満足 していた。

日本軍政は、太平洋 とい うきわめて異なった政治的情勢のなかで、 自国の政治利

益 のためにイン ドネシアの積極的な支持に苦心 した。だが、 日本軍政府は一般国民

の国民主義認識を向上 させ、イン ドネシア語をnationalOffl●ciallanguageと して広 め

て、すべての学校 でイン ドネシア語 を使 うべきだ とい う教育政策を実施 した。言い

かえれば 日本軍政府の教育政策 は天皇主義のイデオ ロギーに基づきなが ら、反西欧

主義且つ国家主義 の思想基盤 を持っていたと思 う。それ にもかかわ らず、イン ドネ

シアにお けるラデ ィカル な反植民地国民運動は 日本軍政下の時期に発生 した。 これ

は社会文明開化の教育が実現 されて、イン ドネシアの国民に独立精神 が芽生えたか

らだ と思われ る。

6.反 日本軍政府運動の勃起

日本軍がジャワ島に進出 した後、当時は原住民 に熱心 に歓迎 され、東京のラジオ

番組 もイ ン ドネシア国歌のlndonesiaRayaを 放送 したそ うである。日本軍の飛行機 も

日本 軍 とイン ドネ シア国民の猛烈な友好 の写真 を配って、兄子分 としての 日本はイ
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ン ドネシアをオランダ植民地政府 か ら開放 したのだとい うよ うな印象が見 られた。

日本軍政の占領政策は、イン ドネ シア を開放 しながら、イン ドネシア人官僚を採用

することであ り、彼 らは 日本軍政 の厳格 なコン トロール下に置かれ たが、それ でも

自分 の能力 に目覚 め、またその結果 として 自信を持つよ うになった。 日本軍政 の占

領 に対する支持を獲i得す るために、国家主義指導者たちと友好的な関係 を結ぶ必要

を認 めた1。だが、この友好的な関係 は2週 間しか続かなかった。その後す ぐ軍政の

激格的 占領政策が実行 された。

1942年3,月20日 、 日本軍は国民集会、政治運動の場では、merahputih(赤 白国

旗)を 日の丸国旗 に代 えて、とい う指令 を出した。結果 としては、イ ン ドネシアの

国家主義 の指導者たちは 日本軍政府 に対 して、文句を言い出し始 め、反 日本軍政の

態度 を広 めた。1943年 末に太平洋戦争戦場各地におけるアメ リカ軍の攻勢によ り日

本軍 はますます弱 くなって来た。イ ン ドネシア国民の協力 を得 るために、1943年1

月23日 に 日本首相の東条英機は参議 院本会議で「本年の間ビルマ とブイ リッピンの

独 立を約束」2。当時イ ン ドネシア独立 について東条英機 は何 も云わなかった。だが、

イン ドネシア国家主義指導者のスカル ノ(Sukarno)・ バ ッタ(Hatta)は 軍政官部に批

判 を表明 した。 スカル ノ ・バ ッタは 「軍政部が約束を破ったため、 これか らイ ン ド

ネ シア国民は戦かって自力で 自国の独 立を獲得すべき、 日本軍政官の約束は今後信

頼 できない」 と語った3。

イ ン ドネシア国家主義運動の盛 り上が りを見ると、1943年4月 末に東条英機は青

木大東亜共栄圏の大臣をジャカル タに派遣 した。バ ッタは青木大 臣との会見時に、

再び質問を出 し、 「なぜイ ン ドネシアを差別 して、 ビルマやブイ リッピンと同 じよ

うな地位(status)に させなかったか、なぜイ ン ドネシア独立の約束 を破 ったか」と鋭

い質問を出 し、 「もしイ ン ドネシアを ビルマ とブイ リッピンと同じようにしなけれ

ば、これ からイン ドネシア国民は 日本軍政府に協力 しない…」 とバ ッタが強く言い

出 した4。バ ッタは二点の要求を出 した。第一点はイン ドネ シア国歌の大イン ドネ シ

ア(lndonesiaRaya)と イ ン ドネシア紅 白国旗(BenderaMerahPutih)を 自由に使用 で

きるようす るべ きこと、第二点はイ ン ドネ シア諸島を占領軍政府 により統一 され る

べ きである。このバ ッタの要求に対 して、青木大臣は東条英機 に伝 える と約束 した。

青木大臣訪イの結果、イン ドネシアの独立について代表事務所(ラ イソンオブイス)

で討論が行われた。東条英機首相、重光外務大臣、青木大 臣はイ ン ドネシアに独立

を与 えるよ うに勧めたが、陸軍 ・海 軍代表が これに反対 した。

lJohnDavidLegge,イ ン ドネ シ ア 歴 史 と 現 在:学 際 的 地 域 研 究 入 門 、(中 村 光 男 訳 、TheSimul

Press.Inc.,Tokyo,Japan,pp.224-225)

2SoetopoSoetanto,"PendudukanJepangdanKemerdekaanlndonesia(日 本 占 領 とイ ン ドネ シ ア

独 立)"第 五 回 イ ン ドネ シ ア に 於 け る 日本 研 究 全 国 ゼ ミナ ー の 論 文 、ダ ル マ プ ル サ ダ 大 学 、

1990年11,月29日 一12月1日 。

3同 上

4同 上
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も しイ ン ドネ シア に独 立 を与 え る とす れ ば、 さ らに 「イ ン ドネ シア国家 主 義 に政

治権 利 を与 え る こ とにな り、地 方 資源 支 配 にお け る危 険 が生 じる こ とに な るで あ ろ

う」 と陸軍 ・海 軍 が反論 した。 この 問題 の解 決 た めに東 条 首相 は中 間的 な決 定 、っ

ま りビル マ とブイ リッ ピンの独 立約 束 に対 して も中止 を決 定 した。 イ ン ドネ シ ア の

独 立 要求 に対 して ライ ソン会議 でイ ン ドネ シア にお け る政 治参 与 を拡 大 し、 軍政 府

は もっ と多 くの イ ン ドネ シア人 代表 を政 治 に参加 させ る こ とを決 定 した。

1943年7.月16日 に 東条 首相 は衆議 院 本会 議 の演 説 で 「本年 にマ ラヤ 、 スマ トラ、

ジ ャワ 、カ リマ ン タ ン とス ラ ウ ェシ の人 々 に政治 参加 を与 え るつ も りで あ る」 と語

った。 この演 説 に は、イ ン ドネ シア民 族 あ るい はイ ン ドネ シ ア国 民の 意志 と関係 な

く、 直接 それ ぞれ の島 の人 々の こ とを発言 した。1943年8月1日 に軍 司令 官 の原 田

熊 吉大 将(LetjenHaradaKumakichi)は イ ン ドネ シア にお ける 四つ の新政 治 参与 の政

策 を 宣言 した。

四つ の新 政 治参 与 の 中身 は次 の よ うで あ る:1.中 央 参 議 院 の設 立 、2.参 議 会

の 設立 、3.軍 政 官部 にお け るイ ン ドネ シア人 顧 問任命 、これ に は、P7(乖∬o尸助ρo〃20,

ル1∂c伽 厂伽P励 翻 刀9厂αちPraw・'・Su〃2・dil・9・,盈.ル 励 ・〃amadYa跏,ルfr.Suwandi,Dr.

Rasyidが 任 命 され た。4.軍 政 府 及 び 軍政 府機 関 関係 のイ ン ドネ シア 人 を任 命 。

この新 政治 参与 の政 策 は、 イ ン ドネ シ ア人 を政府 機 関の官 僚 と し、 国 の経営 に関す

る 訓練 をす る とい う 目的で 設 定 され た。 中央 参議 院 の役 割 は軍 司令 官 に提 出 され る

質 問に答:え 、軍 政官 の顧 問 で も あっ た。これ に 関 し、Prof.Dr.P.A.HuseinJayadiningrat

を 庶 務 部 にK.H.MasMansurを 顧 問 に 、SutarjoKartohadikusu〃20は 、ジ ャカル タ特別 市

長 に、 そ して、R.一M713〃 理oポ ジ ョネ ゴロ(Bo/onegoro)は 特 別 市長 に任 命 され た 。

7.太 平洋戦争の盛 り上が りとイン ドネシア独立準備調査会の設立

1944年8月 に入 ると、 日本軍に 占領 された地域は次 々にアメ リカ軍か ら激 しい攻

撃を受 けた。原料、石油、武器、食料の減少、またアメ リカの攻撃で次々と艦隊が

沈む などの困難 の中で 日本軍の戦意 も減少 しつづけた。アメ リカ軍がニューギニア、

ソロモ ン、マーシャル諸島、サイパ ン島を奪った後、太平洋 における日本軍 の戦線

は弱体化 した。 この悪状態 に直面す ると、東条英機首相は1944年7月17日 に小磯 国

昭(ノ劭めα11(oisoKuniaki)を 総理大臣に任命 した。小磯総理 は戦争 をつづ ける方針 で、

イ ン ドネシアの占領政策 をつづけよ うとした。 しか し、太平洋戦場の 日本軍の敗北

の結果 、イン ドネシアにおける占領政策 を変 えざるを得 なかった。

1944年9,月7日 外交関係 の演説で、小磯総理大 臣は、次のよ うに語っていた。 「…

東イン ド(イ ン ドネシア)国 民の政治参加 に関 して 日本政府は協力 して国民に保証

を与え、将来のイ ン ドネ シア独立を認 め、さらに東アジアの人種 も保証せ ざるべか
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らず … 」5。 そ して 、 ジャ ワ島 の 占領 政 策 も改 善 され た。 参与 を増 加 し、中央 参議 院

議 員 を拡大 し、副 長 官 にイ ン ドネ シア 人 が任命 され た。1945年3月1日 イ ン ドネ シ

ア独 立 準備 調査 会 が設 立 され た。1945年5A25日 軍 政官 は独 立 準備 調 査会 の 会長 と

して、Dr.RadjimanWediodiningratを 任 命 した。1945年5 ,月29日 一6月1日 に第1次

総会 を開い て 国家 原則 案 が討 論 され た。つ づ い て 、1945年7A10日 一16日 に 行 われ た 、

第2次 総 会 で 、 国家憲 法案 が討論 され た。 独 立準 備調 査 会 が解 散 され た後 、1945年

8月7日 独 立 準備 委員 会 が設 立 され 、 スカ ル ノは委員 長 にな り、バ ッタ は副委 員長

と して任 命 され た 。独 立 準備 委員 会 は21人 の 代 表 者 か らな って お り、 ジ ャ ワ島代表

は12人 、 ス マ トラ島代 表 が3人 、ス ラ ウェ シ島代 表 が2人 、カ リマ ンタ ン島代 表 が

1人 、 ヌサ テ ン ッガ ラ島 代表 が1人 、 マル ク代 表 が1人 、 そ して 中国 人系 の代 表 が

1人 で あ った。

8.日 本 の独 立約束 と敗北

太 平洋 戦 場 で、 日本 帝 国軍 は敗 北 し、 ブイ リ ッピン基 地 と最後 の 日本 帝 国軍 の沖

縄 戦線 もア メ リカ 軍 に よ り奪 われ た後 、1945年8月6日 に広 島 、そ して長 崎 には9

日 に原 爆 が 落 とされ た。 当時 の南 方 軍 司令 官 の寺 内将 軍 は 、イ ン ドネ シア独 立 準備

を討議 す るた め、 ス カル ノ ・バ ッタ ・D汽Rα の伽砌Wedyodiningratを サ イ ゴ ンに招待

した。ジャ カル タ の軍政 官部 代 表 もこの会 議 に参 加 した。サイ ゴン を経 て 、Da〃at(ダ

ラ トス)で イ ン ドネ シ アの独 立 準備 が討 議 され た。Da〃atで 寺 内将 軍 は 「日本 帝 国政

府 は、イ ン ドネ シア に於 け る独 立 を与 え、独 立準備 につ い て、独 立 準備 委員 会 に任

せ る」 と通 告 した6。1945年8月13日 ス カル ノ団体 は、サイ ゴン を後 に して 、ジャカ

ル タに 向か っ た。シ ンガポ ール(Singapure)で 団 体 が 一泊 して、一M.T.MochHassan,Dr.

Amir,MrAbasの 独 立準備 委員 会 の スマ トラ代 表 に会 い 、太 平洋 戦 争 の最新 の情報 、

ロ シア が 日本 に戦争 布 告 を した こ とな どにつ いて討 論 した、 さ らに独 立 準備 にっい

て も意 見 を交換 した。8月14日 ス カル ノ ・バ ッタ団体 が ジ ャカル タに到 着 し、 ケマ

ヨラ ン(Kemayoran)空 港 で軍 政 官代 表 に迎 え られ た。 ケマ ヨ ラン空 港 で歓 迎す る群

衆 の 中 でス カル ノは次 の よ うに発 言 した。 「…昔 私 は と うもろ こ しは実 る前 にイ ン

ドネ シ アの独 立が 実現 で き る と思 った」 …今 私 は と うもろ こ しの花 が で きる前 に、

イ ン ドネ シア の独 立 が実現 で き る と言 わな けれ ば な らぬ」7。 スカ ル ノの発言 を聞 く

群 衆 は独 立 の精 神 に燃 えてい た。 ケ マ ヨラ ン空 港 か らス カル ノ ・バ ッタは官 邸へ 行

って最 高 指揮 官 の長 野 将 軍 に面会 した。 長 野将 軍 の使命 に よる とイ ン ドネ シア独 立

5SoetopoSoetanto,"PendudukanJepangdanKemerdekaanlndonesia(日 本 占 領 とイ ン ドネ シ ア

独 立)"第 五 回 イ ン ドネ シ ア に 於 け る 日本 研 究 全 国 ゼ ミナ ー の 論 文 、ダ ル マ プ ル サ ダ 大 学 、

1990年ll月29日 一12月1日 。

6同 上

7SetahunSeumurJagung(jagungは と う も ろ こ しで)百 日、 つ ま り3ヶ.月 の 意 味 を 持 っ て い

る 。 イ ン ドネ シ ア 独 立 は3ヶ 月 以 内 に 実 現 し な け れ ば な らな い とい う意 味 を も?て い る)。
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準 備 に 当た って 、独 立準備 委 員会 が十 分 に役割 を果 た さな けれ ば な らな い と強 調 し

た 。

バ ッタは14時 ご ろ家 に着 いた。バ ッタ の家 にス タン シ ャフイ ウル(3〃 纏 卵α乃尸か)

が 既 に待 っ てい た。 バ ッタ は、 イ ン ドネ シア独 立は 、我 々 の手 に あ り、 ただ独 立 の

実 現 は独 立準備 委 員会 に任 す べ き だ、とバ ッタが語 った。ス タ ン シャ フイ ウル は 「日

本 が戦 争 に敗 北 した た め、連 合 軍 はす ぐ 日本 を 占領す るはず で 、 も し、イ ン ドネ シ

ア独 立 は イ ン ドネ シア独 立準備 委 員 が 宣言 す る こ とにな っ た ら、 イ ン ドネ シア 独 立

は 、 日本 が与 えた もの と解 釈 され る。 だ か ら、 で きるだ け 、イ ン ドネ シア独 立 宣 言

は イ ン ドネ シア 国民指 導者 か つイ ン ドネ シア 国民 の代 表者 であ るスカル ノに よ る ラ

ジ オ放 送 で宣 言す るべ きだ」 と強 く意 見 をのべ た8。

バ ッタ はス タ ン シャ フイ ウル と同感 で あ るが 、 「スカル ノは 自分 で独 立 を宣 言 す

るか ど うか、 さ らに独 立 はす ぐに実 現 で き るか ど うかは 疑 問で あ る」 とバ ッタが答

え た。 そ の後 二人 は スカル ノの家 に行 っ て、独 立 の こ とを相 談 した。バ ッタが 考 え

た通 り、 スカル ノは ス タン シャ フイ ウル の意見 に反対 した。 ス カル ノは次 の よ うに

語 った。 「私 は一 人 で行 動 す る権 利 が な い…そ の権利 及 び義務 は独 立準備 委 員 会 に

あ る。独 立 は 目の前 にあ り、 私 は独 立準 備 委員 会長 で あ り、 も し、 一人 で こ うい う

こ とをす る と、変 な行動 であ り、 遺 憾 な こ とで もあ る」9

1945年8月15日 、 スカル ノ、バ ッタ、 スバ ル ジ ョ(Ach〃zadSoebardjo)は 軍 政 官部

に行 っ た が、軍 政 官部 に軍 政 高官 は 一人 もい なか った 。 そ して彼 らは軍 司令 部 に行

っ た。そ こでスバ ル ジ ョは 前 田部 官 府 に 、日本 の敗 北 につ いて 聞い た。前 田は 、 「日

本 の敗北 につい て 、連合 軍 の ラ ジオ放 送 か ら聞 い たが 、東 京政 府 か らま だ情 報 が入

って い ない 」10と 答 えた。

日本 の敗 北情 報 を聞 くと、 スカ ル ノ ・バ ッタは16日 に 独 立準 備 委員 会 の会議 を 開

く計 画 を し、全 国 の委員 全員 が集 ま って 来 た。

独 立 宣 言 の 方 法 に っ い て 年 寄 り世 代(GenerasiTua)と 青 年 の 世 代(Generasi

Muda/Pemuda)の 見 解 が 合 わ なか った。 スカ ル ノ ・バ ッタ ・スバ ル ジ ョの年 寄 り世 代

は 、独 立整 備 ま た 宣言 は 「独 立 準備 委 員 会 に よ り宣 言す るべ きで あ る」 とい う意 見

だ が 、青 年世 代 の スバ ヂオ(Subadio)・ ス ビア ン ト(Subianto)・ ウ ィカナ(Wikana)・

ス カル ニ(Sukarni)チ ャ エ ル ルサ レ フ(ChaerulSaleh)等 は 独 立整備 ・宣 言 につ い て、

「日本 が設 立 した独 立準備 委 員 会 がす るべ きで は ない。 何故 な らば、独 立 準備 委 員

会 が独 立 宣言 をす る と、 イ ン ドネ シ アの独 立 は ま るで 日本 が与 え るか の よ うに解 釈

され るか ら困 る」 とい う論 争 が あ っ た。

8SoetopoSoetanto,"PendudukanJepangdanKemerdekaanIndonesia(日 本 占領 と イ ン ドネ シ ア

独 立)"第 五 回 イ ン ドネ シ ア に 於 け る 日本 研 究 全 国 ゼ ミナ ー の 論 文 、ダ ル マ プ ル サ ダ 大 学 、

1990年ll月29日 一12.月1日 。

9同 上

10同 上
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同 日の22時 に 、青 年代 表 はペ ガ ンサ ア ン通 り56番(JalanPegangsaan1>o〃20Y56)

の ス カル ノの家 に行 って 、イ ン ドネ シア独 立宣言 はそ の晩 ラジオ放 送 でス カル ノが

宣 言す る よ うに要求 した。彼 らの要 求 はペ ガ ンサ ア ン通 り16番 で 行 われ た会 議 で決

めた ので あった。 スカ ル ノは青 年代 表 の要求 に反 対 した。 「日本 は イ ン ドネ シア を

独 立 させ る約 束 を した し、 さ らに翌 日イ ン ドネ シ ア独 立準 備委 員 会 が総 会議 を開 く

か ら」 とス カル ノが反 発 した。 スバ ル ジ ョウや バ ッタ もスカル ノ を支持 し、青年 代

表 の 要求 に反 対 した。 青年 代表 は彼 らの要求 を再び ス カル ノに強 く勧 めた。 同 日の

24時 ま で に独 立 宣言 を ラジオ放 送 で 宣言 す べ きだ。 なぜ な ら 「イ ン ドネ シ ア独立 は

日本 の プ レゼ ン トで はない 、 イ ン ドネ シア 国民 の戦 い の成 果 で あ る」 と青 年 が スカ

ル ノに反 発 した 。 そ して 、青年 代表 はチ キ ニ通 り71番(JalanCikiniNomor71)に 戻

って 、次 の ステ ップ を計画 した。

9.レ ン ガ ス デ ン ク ロ ク 事 件(PeristiwaRengasdengklok)と 独 立 宣 言

16日 午 前4時 に青 年 代表 は 、ス カル ノ ・バ ッタを東 ジ ャカル タの レンガ スデ ン ク

ロ クに連 れ て行 っ た。 レンガ スデ ンク ロ クは義 勇軍(PetaArmy)の 根 拠 地 で あった 。

なぜ レンガ スデ ンク ロ クに隠 され た か につ いて は 、も し独 立 宣言 後反 乱 が起 こる と、

義 勇 軍 はス カル ノ ・バ ッタ を防衛す る こ とがで き るか らだ とい う青年 の ス トラテ ジ

イ で あ っ た。 ス カル ノ ・バ ッタ が隠 され た こ とを 、ス ヂ ロ(Sudiro)が ス バ ル ジ ョに

伝 えた が、 ス ヂ ロはス カル ノ ・バ ッタ が ど こに隠 され て い るか はっ き りわ か らなか

っ た よ うで あ る 。 ス バ ル ジ ョは ス カ ル ノ ・バ ッ タ を 見 つ け る た め に ウ ィ カ ナ

(Wi'kana)と 武 官府 の 前 田 を訪 ね た。 なぜ 武 官府 を訪 ねた か とい うと、 も し陸 軍 がス

カル ノ ・バ ッタ を隠 した とす れ ば武 官府 の 前 田が この問題 を解 決 す る こ とがで き る

だ ろ う とス バ ル ジ ョは 考 え た か らで あ る 。 スバ ル ジ ョは 昭和 通 り1番 地(現 在

JalanlmamBonjol,)に 着 い た時 、前 田は驚 い た。前 田は 「なぜ スカル ノ ・バ ッタが来

な かっ た か…私 は 日本 の敗 北 につ い て スカ ル ノ ・バ ッタに伝 え よ うと思 っ た。 日本

の敗 北 にっ いて は東 京 政府 か ら報 告 され た 」11と 前 田が伝 えた。 そ して スバ ル ジ ョ

は スカル ノ ・バ ッタ を見 つ け るた めに また ウィカ ナ の事務 所 に行 った。 ウィカナ は

ス カル ノ ・バ ッタの 隠れ 場所 を秘 密 に した が 、ユ ス フ クン ト(JusufKunto)と 言 う独

立運 動 家 が着 い た時 ウィカナ は スカ ル ノ ・バ ッタの 隠れ場 所 を教 えた。 ス カル ノ ・

バ ッタの 隠れ た理 由は 、陸軍 が スカ ル ノ ・バ ッタを逮 捕 しない よ うにす るた めで あ

る とウ ィカナ が語 っ た。 ウィカ ナ の答 え を聞 く と、 スバル ジ ョが 「陸軍 に逮 捕 され

る とい う、心 配 は不 要 だ… なぜ か とい うとも し陸 軍 がス カル ノ ・バ ッタ を逮 捕す れ

llSoetopoSoetanto,"PendudukanJepangdanKemerdekaanlndonesia(日 本 占 領 とイ ン ドネ シ ア

独 立)"第 五 回 イ ン ドネ シ ア に 於 け る 日本 研 究 全 国 ゼ ミ ナ ー の 論 文 、ダ ル マ プ ル サ ダ 大 学 、

1990年11月29日 一12月1日 。
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ば、海軍がスカル ノ ・バ ッタを助 けるか らであ る」12と確信 をもって語 った。 スバ

ルジ ョの発言 を聞いた後、ウィカナはスカル ノ ・バ ッタの隠れ場所 を教えた。 スヂ

ロとユスフクン トと共 にスバルジ ョはスカル ノ ・バ ッタの隠れ場所 に行 った。

16日16時 に、スヂ ロはユス フクン トや スバル ジ ョと一緒に レンガスデンクロクに

行って、18時 に着いた。 しか し、スバルジ ョは簡単にスカル ノに会えなかった。ス

バル ジョは独立をもっと早めに宣言するよ うにスカル ノに会お うとす るのだ と説明

した。そのために、す ぐスカルノを釈放 しろとスバル ジョは青年集団に要求 した。

21時 に レンガスデンクロクを出発 し、23時 ごろにジャカル タに着いて、前田武官

府 に行った。23時 頃前 田自宅で独立準備委員会 が会議 を開いた。会議 の途 中、前 田

とバ ッタ とスカル ノと一緒 に総務部長 の西村将軍の 自宅に行った。スカル ノは会議

を続 けるかどうか西村将軍に相談 し、 「もし、明 日の独立準備委員会 が会議 を開い

た ら大丈夫だが、今晩は駄 目だろ う。なぜな ら、状況が既に変わったか らだ…」13と

西村将軍が反対 した。西村は、 厂午前 中か らジャワ島を占領 していた 日本軍は、敗

北 したため連合軍の命令 に従わざるを得ないか ら、 日本政府は残念ながらイン ドネ

シア独立の約束を実現できな くな り、独 立準備委員会 の会議 も許可 されない」14と

西村が付 け加 えた。西村の説 明を聞くと、スカル ノは不満で、前田の 自宅 に戻った。

前田の 自宅に独立準備委員会全員 とジ ャカル タにい る中央参議員 、さらに独立運

動指導者が集まった。前 田の 自宅でスカルノは西村 の会見について語 った。そ して、

スカル ノ ・バ ッタ ・スカルニ ・サユチメ リク(SayutiMelik)は 別の部屋 に移動 して、

スカル ノは独立宣言の草案を手書きで書いた。独 立宣言 の手書 きの草案を会議で討

論 した後、また別の問題が起 こった。誰 が独立宣言にサインす るか、または誰が独

立宣言を発表するか とい う問題であった。会議 で話 し合 った結果、スカル ノとバ ッ

タが独立宣言にサインす ると決めてく さらに二人 が独立宣言 を発表す ることに意見

がまとまった。そ して、手書 きの独立宣言 をサユチメ リクがタイプで打った。 スカ

ル ノの手書 きの独立宣言 は翌 日の17日10時 に東ペ ガンサ アン通 り56番 でスカル

ノ ・バ ッタがラジオ放送で宣言 した。 その 日か らイン ドネシアは独立国家 としての

歴史 を歩んだ。独立宣言の貴重な過程 は前 田武官府の 自宅で始まった。

10.結 論

イン ドネシアの独立運動は長期にわた る歴史 を持 っている。350年間続いたオ ラン

ダの植民地は一般イ ン ドネ シア国民に教育を与 えなかったが、イ ン ドネシアのプ リ

ャイ(貴 族)さ らにある地域 だけのエ リー トに対す る教育だけが許 された。西欧人

向けの教育制度 の実施 は、イン ドネ シアのエ リー トを教育 させ、 このエ リー トの権

12SoetopoSoetanto、 同 上 。

13SoetopoSoetanto、 同 上 。

14SoetopoSoetanto、 同 上 。
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イン ドネシアにおける日本軍政府は植民地政府であるか解放政府であるか

力を利用 して、イン ドネ シアを支配 した。一般国民 の多 くは文盲であ り、世界に起

こってい る出来事はぜ んぜん分か らない。だがオランダの優越的な植 民のや り方に、

国民はあま り気がつかなかったよ うである。 さらに各村の村長を利用 した支配 も、

一般国民は村 の義務であるかのよ うに理解 した。 ジャワ ・スマ トラ島におけるオラ

ンダの強制フランタシオンの経営 も一般国民は、農村の義務であると思った。っま

り、オランダの村長 と共に、原住民の社会的文化的 な伝統 を利用 してイ ン ドネシア

を支配 した。言 い換えれば、平和かつ調和の中で、現地の国民を支配 した。しか し、

西欧人 向けの教育を受けた一部 のイン ドネシアのエ リー トは、西欧における自由主

義、民主主義 、国家主義 の発展 と共に歩み、イ ン ドネ シアにおける国民主義の思想

も一般 国民に拡張 された。1910年 代にイ ン ドネシアの国民運動が発生 した。 この国

民運動 の種は 日本占領時代 に独立運動へ と展開 され た。

日本軍政下に、オ ランダ植 民地時代 と違ってイン ドネシアの独立運動が益々激 し

くなった。 日本軍政の 占領か ら見 ると、 日本軍政 占領の特徴は圧力的並びに社会文

明対策 の特色 を持っていると思われる。 日本軍政の教育政策 と自立社会経済政策 は

イ ン ドネ シアの独立運動に、強 く影響 を与えた。激 しい 日本軍政の弾圧の中で独立

運動 もさらに盛 り上がった。国民は貧 しい生活の中で、 より自立的な社会平等の認

識 を生み出 した。 日本 占領軍はアジア主義を宣伝 したため、イン ドネ シア国民の中

に、アジア独 立、 さらに 自国の独立 とい う感覚 を育 てた。言い換 えれ ば、イ ン ドネ

シア独 立は、 日本軍 占領 の時期に爆発 した。 日本軍 占領はイ ン ドネシアのオ ランダ

植民地解放であると同時に、社会文明開化の意義を持 っていると思われ る。
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